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十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
埼

玉
県
労
働
会
館
（
北
浦
和
）
に

て
午
後
一
時
三
十
よ
り
毎
年
恒

例
の
安
全
登
山
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
上
半
期
よ
り
労
山

に
お
け
る
相
次
ぐ
事
故
に
対
し

て
非
常
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

ま
た
７
月
ト
ム
ラ
ウ
シ
ツ
ア
ー

登
山
遭
難
事
故
と
登
山
界
で
も

大
き
な
衝
撃
が
走
り
安
全
登
山

に
対
し
て
関
心
が
高
ま
り
、
県

内
外
か
ら
百
十
三
名
の
出
席
と

な
り
ま
し
た
。

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
遭

難
対
策
部
長
の
井
芹
昌
二
氏

（
埼
玉
労
山
加
盟
‐
岩
つ
ば
め

在
籍
）
を
講
師
に
迎
え
「
労
山

の
過
去
の
事
故
か
ら
・
大
雪
山

系
遭
難
事
故
を
考
え
る
・
こ
れ

か
ら
の
安
全
登
山
を
め
ざ
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。

中
で
も
二
年
前
の
群
馬
県

赤
城
山
黒
桧
山
で
の
女
性
単
独

登
山
遭
難
死
亡
事
故
で
は
「
何

故
、
単
独
登
山
を
開
始
し
た
の

か
？
装
備
に
つ
い
て
は
ど
う
だ

っ
た
か
？
何
故
事
故
が
起
き
て

し
ま
っ
た
の
か
」
と
身
近
に
考

え
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
雪
山
系
の
事
故
に

つ
い
て
も
同
時
期
に
全
員
無
事

に
下
山
し
た
伊
豆
ハ
イ
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
行
動
と
比
較
し
て
、

パ
ー
テ
ィ
ー
の
結
束
、
食
料
、

装
備
、
計
画
等
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

重
大
事
故
が
発
生
す
る
要

素
と
し
て
自
然
環
境
、
戦
略
、

技
術
・
体
力
、
経
験
を
通
り
抜

け
る
僅
か
な
ミ
ス
が
原
因
で
す
。

昨
近
登
山
者
の
年
齢
分
布
は
中

高
年
層
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
者
の
事

故
も
増
え
て
い
ま
す
。

気
象
状
況
も
著
し
く
変
化

し
経
験
豊
富
な
登
山
者
で
あ
っ

て
も
対
応
で
き
な
い
状
況
に
陥

る
こ
と
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

登
山
者
の
高
齢
化
へ
の
課
題
と

し
て加

齢
に
伴
う
体
力
の
変
化

(

劣
化)

は
避
け
ら
れ
な
い
。
運

動
体
力
に
比
べ
防
衛
体
力
の
劣

化
は
特
に
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

を
自
覚
し
、
年
齢
に
合
っ
た
山

行
計
画
が
必
要
で
あ
る
。
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
は
歩
行
時
間
。

会
・
ク
ラ
ブ
の
課
題
と
し
て

�

初
心
者
、
新
入
会
員
等
対

象
に
明
確
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
し
、
質
の
高
い

学
習
の
場
を
提
供
す
る
。

�

計
画
書
の
目
的
を
明
確
化

す
る

�

計
画
段
階
か
ら
の
遭
難
が

多
発
し
て
い
る
状
況
を
無

く
す
。
会
・
ク
ラ
ブ
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す
る
。

�

リ
ー
ダ
ー
層
の
育
成

�

会
員
の
事
故
を
想
定
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
、
会
員
の
遭
難
防
止

意
識
の
高
揚
を
図
る
。

登
山
技
術
の
向
上
へ
の
課
題
と

し
て

�

山
行
（
形
態
・
志
向
）
に

合
っ
た
教
育
が
不
可
欠
で

あ
る

�

基
礎
教
育
の
標
準
化･

･
･

指
導
者
に
よ
っ
て
の
教
育

の
バ
ラ
つ
き
を
な
く
す

�

技
術
習
得
の
最
大
効
果
は

反
復
学
習

今
後
の
安
全
登
山
に
つ
い
て
重

要
な
課
題
を
提
言
さ
れ
て
講
義

を
終
了
し
ま
し
た
。

講
義
終
了
後
質
問
の
中
で
は
雨

具
や
、
衣
服
の
問
題
や
携
帯
電

話
の
携
行
等
も
話
題
に
な
り
、

大
盛
況
の
中
、
午
後
四
時
三
十

分
に
講
演
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
も
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
遅
く
ま
で
話
が
尽
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
公
演
さ
れ
る
井
芹
氏
）

第
九
回

遭
難
防
止
・
安
全

教
育
担
当
者
会
議
報
告

日

時

十
一
月
二
十
九
日

（
日
）
九
時
三
十
分
～
十
二
時

場

所

労
働
会
館
二
階
講
堂

出
席
者

理
事
十
三
名
、
委
員

十
六
団
体
二
十
八
名
、
他
参
加

二
名
（
神
奈
川
・
群
馬
）

会
議
内
容

議
題
１

大
雪
山
系
ト
ム
ラ
ウ

シ
・
美
瑛
岳
遭
難
事
故
に
つ
い

て
（
県
連
の
事
故
と
想
定
し
て

の
考
察
）

武
笠
理
事
長
か
ら
七
月
十
六
日

に
発
生
し
た
十
八
人
中
八
人
が

死
亡
し
た
ツ
ア
ー
会
社
企
画
の

ト
ム
ラ
ウ
シ
登
山
に
つ
い
て
、

当
時
の
気
象
状
況
、
避
難
小
屋

出
発
ま
で
の
状
況
か
ら
遭
難
ま

で
の
時
間
経
緯
ご
と
の
参
加
者

お
よ
び
ガ
イ
ド
の
行
動
等
の
説

明
が
あ
り
、
ま
た
佐
藤
副
理
事

長
か
ら
は
同
時
期
・
同
コ
ー
ス

に
お
け
る
登
山
体
験
談
の
説
明

が
あ
っ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
の
大

半
は
森
林
限
界
を
超
え
た
尾
根

歩
き
で
、
風
雨
の
影
響
を
ま
と

も
に
受
け
や
す
い
と
の
こ
と
。

遭
難
日
は
前
日
ま
で
の
濡
れ
と

疲
労
の
中
、
強
い
雨
と
風
の
中

の
避
難
小
屋
出
発
で
あ
っ
た
と

生
存
者
は
証
言
し
て
い
る
と
の

こ
と
。

以
上
の
説
明
を
受
け
た
後
、
出

席
者
を
五
班
に
分
け
自
分
た
ち

が
同
コ
ー
ス
登
山
を
す
る
と
し

た
な
ら
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
と
し
て

ど
の
よ
う
な
準
備
と
行
動
を
す

る
の
か
に
つ
い
て
討
論
し
、
各

班
が
発
表
し
た
。

発
表
の
内
容
は
避
難
小
屋
を
頼

り
に
す
る
こ
と
な
く
テ
ン
ト
を

必
ず
持
参
す
る
。
そ
の
た
め
に

は
十
五
ｋ
ｇ
以
上
の
荷
物
で
六

時
間
以
上
歩
け
る
よ
う
に
事
前

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
お
く
。

ま
た
計
画
か
ら
山
行
迄
に
４
ヶ

月
程
度
の
準
備
期
間
が
必
要
。

気
象
情
報
を
必
ず
と
る
こ
と
。

状
況
に
よ
り
停
滞
を
決
断
す
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に
予
備
日
を

と
っ
て
お
く
等
々
の
発
表
が
あ

っ
た
。
そ
の
他
今
回
の
ツ
ア
ー

登
山
の
感
想
も
発
表
さ
れ
た
。

時
間
の
関
係
か
ら
質
疑
・
応
答

は
出
来
な
か
っ
た
。

【
班
毎
の
話
し
合
い
の
内
容
】

１
班

・

三
泊
四
日
予
備
日
一
日
で
計

画
が
妥
当

・

テ
ン
ト
泊
が
基
本
、
テ
ン
ト

は
二
張
り
（
四
～
五
人
用
一
張
、

三
～
四
人
用
一
張
）

十
五
Ｋ
ｇ
を
背
負
っ
て
六
時
間

歩
け
る
体
力
が
あ
る
人
が
条
件

山
行
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必

要食
料
計
画

装
備
の
中
で
無
線
機
、
ラ
ジ
オ

は
必
要

二
面
へ
続
く
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一
面
よ
り
続
く 

・
一
日
目
は
雨
で
も
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
だ
か
ら
歩
け
る
。 

・
ヒ
サ
ゴ
沼
で
ど
う
す
る
か
？ 

・
ミ
ー
テ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の

中
で
停
滞
か
出
発
を
判
断
す
る
。 

・
リ
ー
ダ
ー
の
判
断
に
従
う 

２
班 

・
小
屋
に
停
滞
す
る
。 

・
事
前
に
北
海
道
の
地
形
を
調

べ
る
。 

・
気
象
状
態
を
調
べ
た
上
で
決

行
す
る
。
（
長
期
の
天
候
山
行

日
を
決
め
る
） 

・
個
人
装
備
の
質
を
見
る
。 

・
普
段
の
仲
間
の
力
量
を
見
て

参
加
を
断
る
事
も
あ
る
。 

・
当
日
の
天
候
で
仲
間
の
疲
労

度
を
見
て
撤
退
す
る
。 

・
ガ
イ
ド
は
現
地
の
ガ
イ
ド
を

頼
み
た
い
。 

・
私
は
ツ
ア
ー
登
山
を
し
た
事

が
な
い
。 

・
リ
ー
ダ
ー
の
問
題
点
―
途
中

で
引
き
返
す
勇
気
が
必
要
（
パ

ー
テ
イ
ー
の
場
合
は
ど
う
し
て

も
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
） 

・
装
備
は
前
日
か
ら
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
会
社
の
打
合
せ
が
重
要
で

は
な
か
っ
た
か 

・
リ
ー
ダ
ー
の
判
断
は
ヒ
サ
ゴ

沼
避
難
小
屋
を
出
発
す
る
時
点

で
体
調
不
良
の
人
が
い
た
こ
と

か
ら
本
来
は
出
発
す
べ
き
で
な

か
っ
た
。 

・
ツ
ア
ー
登
山
と
し
て
会
社
の

体
質
が
大
き
く
影
響
す
る
と
思

う
の
で
組
織
か
ら
問
わ
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

・
リ
ー
ダ
ー
は
悪
天
候
の
為
、

登
山
行
動
を
中
止
す
べ
き
で
あ

っ
た
（
ツ
ア
ー
登
山
の
限
界
） 

・
装
備
は
一
応
持
っ
て
い
る
が

雨
具
と
か
防
寒
着
と
か
の
替
え

熟
度
が
不
足
し
て
い
る
。 

・
リ
ー
ダ
ー
（
＝
ガ
イ
ド
）
に

問
題
が
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
間
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
悪
い
。 

・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
避
難
小
屋

出
発
時
点
で
天
候
状
況
と
し
て

ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
は
出
発
し
た

く
な
い
状
況
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
し
か
し
計
画
か
ら
出

発
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

は
な
か
っ
た
か
？ 

３
班 

 

発
言
の
要
点
―
ツ
ア
ー
リ
ー

ダ
ー
と
参
加
者
（
客
）
双
方
に
、

登
山
の
基
本
知
識
が
不
足
し
て

い
た
こ
と
、
そ
れ
が
大
量
遭
難

に
結
び
つ
い
た
。 

チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
は
、
「
天
気

予
報
で
は
午
後
に
は
天
気
が
回

復
す
る
」
と
の
理
由
で
風
雨
の

中
出
発
を
強
行
し
た
。
仮
に
天

気
予
報
が
当
た
っ
て
も
、
そ
れ

は
出
発
五
時
三
十
分
か
ら
七
時

間
後
だ
。
午
後
か
ら
晴
れ
る
は
、

危
険
を
意
味
し
安
全
の
保
障
で

は
無
い
。
本
当
の
理
由
は
、
こ

の
会
社
の
後
続
パ
ー
テ
ィ
が
当

日
十
五
名
こ
の
小
屋
に
到
着
す

る
の
で
、
こ
の
パ
ー
テ
ィ
が
出

発
し
な
い
と
後
続
パ
ー
テ
ィ
が

泊
る
と
こ
ろ
が
無
い
。
そ
の
た

め
出
発
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
会
社
の
計
画
そ
の
も
の
が
事

故
発
生
要
因
だ
っ
た
。 

４
班 

準
備
段
階
：
最
低
三
カ
月
又
は

半
年
は
必
要 

予
備
日
を
必
ず
と
る
・
・
・
・

パ
ー
テ
ィ
ー
全
部
の
共
通
の
認

識
と
し
て
重
要 

体
力
、
脚
力
を
つ
け
る
為
、
訓

練
山
行
を
す
る
。
形
態
を
か
け

た
り
し
な
が
ら
。
お
互
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
必
要
。

参
加
メ
ン
バ
ー
の
体
力
、
精
神

的
な
こ
と
も
均
等
が
望
ま
し
い
。 

天
候
の
把
握
：
悪
天
候
の
場
合
、

途
中
引
き
返
す
余
裕
も
必
要
、

リ
ー
ダ
ー
と
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

話
し
合
い
、
次
に
メ
ン
バ
ー
と

話
し
合
い
。 

装
備
の
点
検
、
最
低
限
の
も
の

は
絶
対
。 

５
班 

 

当
班
で
は
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
事

故
報
告
を
受
け
て
、
そ
れ
に
対

す
る
意
見
を
収
集
し
、
方
向
性

を
見
出
す
こ
と
と
し
た
。 

参
加
者
よ
り
出
さ
れ
た
意
見 

・
天
候
不
順
時
の
行
動
は
し
な

い
こ
と
が
必
要 

・
装
備
が
重
要 

・
日
程
が
厳
し
か
っ
た
の
で
は
、

予
備
日
は
必
要 

・
ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
の
経
験
不

足
で
は
な
い
か
。 

・
参
加
者
の
自
己
認
識
不
足
に

よ
り
安
易
な
参
加 

・
参
加
者
の
意
見
を
ま
と
め
る

こ
と
が
重
要
。 

意
見
よ
り
総
括
し
た
班
と
し
て

の
意
見 

・
メ
ン
バ
ー
が
一
人
で
も
動
け

な
け
れ
ば
停
滞
、
即
救
助
要
請

が
原
則 

・
装
備
は
日
々
進
歩
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
知
識
、
経
験
の
み

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
情
報
収

集
が
必
要
。 

・
パ
ー
テ
ィ
ー
と
し
て
の
ル
ー

ル
が
必
要
。 

ツ
ア
ー
登
山
参
加
の
う
ち
四
割

は
参
加
者
自
身
に
責
任
あ
る
と

認
識
す
べ
き
。 

・
ツ
ア
ー
登
山
参
加
者
は
、
ツ

ア
ー
そ
の
も
の
を
見
極
め
る
こ

と
が
重
要
。 

・
悪
天
候
で
参
加
者
か
ら
の
救

助
要
請
に
リ
ー
ダ
ー
が
要
請
し

な
か
っ
た
の
は
何
故
？ 

・
参
加
者
の
自
己
認
識
不
足
に

よ
り
安
易
な
参
加 

・
参
加
者
の
意
見
を
ま
と
め
る

こ
と
が
重
要
。 

議
題
２ 
県
連
盟
会
員
以
外
の

遭
難
救
助
要
請
に
つ
い
て 

 

徳
重
救
助
隊
長
か
ら
下
記
の

通
り
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

連
盟
救
助
隊
は
警
察
等
の
救

助
隊
の
よ
う
に
即
応
体
制
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
会
員
を
対

象
と
し
た
救
助
を
す
る
た
め
の

組
織
で
あ
り
、
手
弁
当
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
た
ま
た
ま

労
山
会
員
の
知
人
が
行
方
不
明

と
な
り
、
会
員
か
ら
救
助
・
捜

索
の
相
談
事
例
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ

き
か
考
え
た
時
、
山
の
仲
間
が

困
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
出
来

る
こ
と
は
協
力
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

そ
の
た
め
に
は
救
助
隊
の
出
動

規
定
の
変
更
（
追
加
）
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
動
す
る

た
め
の
追
加
規
定
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る

質
問
、
要
望
も
あ
っ
た
が
細
部

に
つ
い
て
は
理
事
会
等
で
協
議

し
決
定
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。 

議
題
３ 

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事

例
報
告 

 

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
お

よ
び
大
宮
労
山
か
ら
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
の
事
例
報
告
が
さ
れ
た
。

両
会
と
も
安
全
登
山
に
つ
い
て

例
会
な
ど
で
話
し
合
わ
れ
て
お

り
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を
広
く

捉
え
山
行
で
は
度
々
起
こ
り
う

る
転
倒
等
も
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

事
例
と
し
て
話
し
合
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。 

今
回
報
告
さ
れ
た
事
例
で
は
、 

・
足
を
置
い
た
下
の
砂
利
状
の

石
に
足
を
取
ら
れ
転
倒
し
、
す

ぐ
下
の
岩
の
上
に
ザ
ッ
ク
を
下

に
一
回
転
し
て
止
ま
っ
た
。 

・
下
山
中
、
梯
子
の
上
で
登
り

の
登
山
者
を
待
っ
て
い
る
間
に

上
か
ら
こ
ぶ
し
大
の
落
石
が
あ

り
メ
ン
バ
ー
の
間
を
す
り
抜
け

て
い
っ
た
。 

 

・
丸
太
を
渡
ろ
う
と
し
て
足
が

引
っ
掛
か
り
転
倒
し
た
。 

 

・
沢
登
り
で
前
人
は
ロ
ー
プ
確

保
、
そ
の
後
の
登
攀
者
が
ス
リ

ッ
プ
し
て
滑
落
し
た
。 

・
十
月
の
山
行
で
、
み
ぞ
れ
か

ら
雪
に
変
わ
り
ヤ
ブ
コ
ギ
下
山

中
、
低
温
と
濡
れ
で
初
期
の
凍

傷
と
な
っ
た
。(

指
が
白
く
な
り

痛
み
を
感
じ
た)

等
々
で
あ
り
、

会
で
の
話
し
合
い
の
内
容
、
対

策
等
大
変
参
考
に
な
る
内
容
で

あ
っ
た
。 

武
笠
理
事
長
か
ら
人
間
は
エ
ラ

ー
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き

ず
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
可
能

性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
一
つ
の
重
大
事
故
の

陰
に
は
二
十
九
の
小
さ
な
事
故

そ
し
て
三
百
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
の
危
険
が
潜
ん
で
い
る
。
大

き
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
各
会

で
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
を
話

し
合
い
、
そ
の
結
果
を
県
連
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要

請
が
あ
っ
た
。
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
様
式
は
県
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
り
出
せ
ま
す
。 

上
福
岡
山
な
み
Ｈ
Ｃ 

古
畑
秋
夫
記 

□   第１５３号   ２００９年１２月 ７日（月）発行                   埼  玉  労  山  （２）   



 

期
日 

十
一
月
八
日
（
日
） 

場
所 

群
馬
県 

赤
城
山
・
鈴

ケ
岳
（
一
五
六
五
ｍ
） 

参
加
者 

運
営
委
員
十
一
名 

受
講
者
十
八
名 

計
二
十
九
名 

行
程 

北
浦
和6

：3
0
-
-

（
バ

ス
）-

-
7

：0
0

柳
瀬
川7

：1
0
-
-

（
バ
ス
）-

-
9

：2
0

新
坂
平-

-

登
山
口9

：5
0
-
-
1
0

：1
0

見
晴

台-
-
1
0

：3
0

鍬
柄
峠-

-
1
0

：5
0

鍬
柄
山-

-
1
1

：2
0

十
字
路

-
-
1
2

：0
0

鈴
ケ
岳1

2

：

3
0
-
-
1
3

：0
0

十
字
路-

-
1
3

：3
0

鍬
柄
山-

-
1
4

：0
0

姥
子
峠

-
-
1
4

：2
5

登
山
口1

5

：0
0
-
-

（
バ
ス
）-

-

柳
瀬
川-

-

北
浦
和 

こ
こ
赤
城
山
は
日
本
百
名
山
と

し
て
名
が
知
ら
れ
て
い
る
が
赤

城
山
と
い
う
名
の
山
は
な
く
主

峰
の
黒
檜
山
を
は
じ
め
と
し
て
、

駒
ケ
岳
、
長
七
郎
山
、
荒
山
、

地
蔵
岳
、
鍋
割
山
、
鈴
ケ
岳
な

ど
の
総
称
が
赤
城
山
と
呼
ん
で

い
る
。 

 

北
関
東
の
山
域
は
そ
の
大
部

分
が
太
平
洋
型
気
候
区
の
関
東

型
気
候
区
に
属
し
て
い
て
、
赤

城
山
で
は
冬
の
寒
さ
が
厳
し
く
、

夏
で
も
通
常
の
高
度
に
よ
る
温

度
変
化
（
高
度1

0
0

ｍ
ご
と
に

０
．
６
度
下
が
る
）
が
０
．
７ 

度
と
な
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。 

 

前
日
の
机
上
で
観
天
望
気
に

よ
る
山
で
見
る
雲
の
形
を
今
日

は
実
際
に
山
へ
登
っ
て
山
岳
の

天
気
を
講
師
に
よ
る
説
明
で
学

ん
だ
。 

高
層
雲
、
巻
層
雲
等
十
種
類
あ

る
と
い
う
が
、
今
日
の
雲
の
移

り
変
わ
り
で
講
師
の
話
で
は
層

雲
か
ら
積
雲
に
変
わ
る
と
雨
模

様
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
晴
れ
て
き
た
？ 

太
陽
が
出
て
き
た
り
い
ろ
い
ろ

な
雲
の
形
が
見
れ
て
大
変
勉
強

に
な
っ
た
と
思
う
。 

 

し
か
し
、
天
気
の
見
方
の
講

座
で
は
ど
こ
ま
で
追
求
し
て
初

級
者
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
け

ば
い
い
の
か
、
運
営
委
員
と
し

て
も
課
題
の
残
る
山
行
で
し
た
。 

今
期
初
め
て
バ
ス
を
使
っ
た
講

座
だ
っ
た
が
、
受
講
者
、
運
営

委
員
の
協
力
で
楽
し
い
講
座
と

な
っ
た
。 

【 

理
解
す
る
こ
と
が
難
し
か

っ
た
受
講
者
の
皆
さ
ん
へ 

】 

普
段
か
ら
天
気
図
、
雲
の
様

子
に
気
を
つ
け
て
関
心
を
持
っ

て
気
象
遭
難
が
少
な
く
な
る
よ

う
安
全
に
山
に
登
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
他
の
人
よ
り
は
少
し
は

役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

日
常
生
活
で
「
天
気
」
に
触 

で
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
、
新
聞

等
の
「
天
気
予
報
」
を
よ
く
見
、

よ
く
聞
い
て
言
葉
に
な
れ
る
こ

と
。
特
に
天
気
図
、
雲
の
様
子

を
見
な
が
ら
解
説
を
聞
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

は
じ
め
の
一
歩
で
す
。
こ
れ

か
ら
山
へ
行
く
の
に
天
気
予
報

は
非
常
に
大
事
な
情
報
源
で
す

か
ら
！ 

（
登
山
学
校
運
営
委
員 

尾
手 

記
） 

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

十
一
月
七
日(

机
上)

八
日(

実

技)
 

『
天
気
の
見
方
』 

さ
い
た
ま
市 

友
光 

ミ
チ
子 

天
気
の
見
方
の
講
師
は
高
橋
五

男
先
生
で
す
。 

今
回
は
バ
ス

で
赤
城
山
に
あ
る
鈴
ケ
岳
に
行

き
ま
し
た
。 
登
山
道
の
入
り
口

に
は
数
日
前
に
降
っ
た
雪
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。 
山
の
天
気

で
す
が
、
今
年
の
七
月
十
六
日

の
北
海
道
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
の
夏

山
遭
難
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。
私
は
夏
山
で
ど
う
し
て

低
体
温
症
で
亡
く
な
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
や

は
り
天
気
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

い
ろ
い
ろ
な
所
で
『
天
候
さ
え

良
か
っ
た
ら
・
・
』
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
山
の
天
気
は
変

わ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

悪
天
候
に
な
っ
た
時
は
行
動
を

中
止
す
る
か
続
行
す
る
か
の
判

断
が
難
し
い
事
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
講
座
で
は
北
半
球
、
日

本
付
近
は
大
気
の
流
れ
が
偏
西

風
で
あ
る
事
、
高
度
と
気
圧
と

酸
素
量
は
高
度
が
上
が
る
と
大

気
の
重
さ
が
少
な
く
な
り
酸
素

量
も
少
な
く
な
り
六
千
ｍ
以
上

登
る
時
は
訓
練
が
必
要
だ
と
納

得
し
ま
し
た
。 

『
コ
リ
オ
リ
の
力
』
は
少
し
難

し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら 

気

温
は
高
度
が
千
ｍ
上
が
る
と
お

よ
そ
６
度
低
く
な
る
事
も
学
び

ま
し
た
。
風
が
強
い
時
ほ
ど
体

感
温
度
が
下
が
る
そ
う
で
す
。

次
に
私
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

『
雲
』
で
す
。
こ
ん
な
に
い
ろ

い
ろ
の
雲
が
あ
る
事
を
知
り
ま

し
た
。
雲
の
種
類
は
上
層
雲
、

中
層
雲
、
下
層
雲
、
対
流
雲
と

雲
の
名
前
の
由
来
や
雲
の
雲
量

な
ど
。
私
は
季
節
の
変
わ
る
た

び
に
雲
は
見
て
い
た
つ
も
り
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と

テ
キ
ス
ト
を
見
て
雲
の
事
を
勉

強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
登
山

学
校
で
は
山
行
に
必
要
な
事
を

沢
山
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
自

信
が
過
信
に
な
ら
な
い
よ
う
、

天
気
を
見
た
り
、
計
画
を
し
っ

か
り
立
て
て
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
師
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

     

第
四
回
岩
ネ
ッ
ト
報
告 

（
担
当
理
事 

尾
手
記
） 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日

（
日
）
天
候 

晴
れ 

 

於
：
神
奈
川
県
・
丹
沢
・
広
沢

寺
ゲ
レ
ン
デ 

三
郷
山
の
会 

一
名 

浦
和
山

の
会 

二
名 

新
座
山
の
会 

一
名 

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
二
名
、
計
六
名
で
行
い
ま
し

た
。 岩

ネ
ッ
ト
で
は
初
め
て
の

丹
沢
・
広
沢
寺
ゲ
レ
ン
デ
で
の

岩
登
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。 

こ
こ
広
沢
寺
の
岩
場
は
広

沢
寺
温
泉
の
駐
車
場
か
ら
大
沢

川
沿
い
の
林
道
を
歩
い
て
い
く

と
右
側
に
ス
ケ
ー
ル
十
分
の
弁

天
岩
の
大
ス
ラ
ブ
が
現
れ
ま
す
。 

初
心
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

特
に
基
本
的
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
習
得
す
る
に
は
格
好
の
場
所

で
あ
る
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
書

か
れ
て
い
る
。 

現
地
に
到
着
す
る
と
す
で

に
先
客
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
ロ
ー

プ
を
張
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

励
ん
で
い
た
。 

ま
ず
弁
天
岩
の
右
側
に
ロ

ー
プ
を
垂
ら
し
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ

で
の
足
慣
ら
し
、
ス
ラ
ブ
で
の

登
り
は
小
川
山
で
の
ガ
マ
ス
ラ

ブ
以
来
な
の
で
て
こ
ず
っ
た
。 

左
ス
ラ
ブ
（
５
．
８
）
、
左

凹
角
ル
ー
ト
（
５
．
８
）
で
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
こ
こ
で
は
五

〇
ｍ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
高
度

感
を
満
喫
し
て
久
々
の
感
激
を

味
あ
う
！ 

左
凹
角
ル
ー
ト
で
の
格
闘

で
手
が
パ
ン
パ
ン
に
な
り
そ
の

あ
と
は
メ
ロ
メ
ロ
に
な
り
持
病

の
右
足
が
痛
く
な
り
あ
え
な
く

敗
退
で
し
た
。 

こ
こ
は
マ
ル
チ
ピ
ッ
チ
の

雰
囲
気
も
楽
し
め
る
良
い
ゲ
レ

ン
デ
な
の
で
又
機
会
が
あ
れ
ば

来
た
い
と
思
い
ま
す 

                   

□   第１５３号   ２００９年１２月 ７日（月）発行                      埼  玉  労  山  （３） 

登山学校 

第 6 回 天気の見方 

 

◎第２回埼玉労山県連評議会のお知らせ 

場 所 ：埼玉県労働会館（北浦和） 

日 時 ：2010 年 1 月 31 日(日) 

受付 13：00 開始 13：30～ 

各会評議員の出席をお願いします。 

尚、欠席の場合は委任状の提出をお願いします。 



理
事
会
報
告 

十
一
月
二
十
五
日(

水)

浦
和
・

県
連
事
務
所
に
て
十
二
名
の
出

席
で
第
八
回
理
事
会
を
行
い
ま

し
た
。 

委
員
会
等
活
動
経
過
報
告
・
計

画
予
定 

【
全
国
連
盟
活
動
】
武
笠 

・ 

十
月
三
十
一
日
～
十
一
月

一
日 

第
九
回
全
国
救
助

隊
交
流
集
会
・
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
自
然
保
護
集
会 

 

・ 

十
二
月
四
日 

望
年
会

（
市
ヶ
谷
）
―
三
役
三
名

参
加
予
定 

 
 

・ 

十
二
月
十
日 

役
員
選
考

会
議(

全
国
連
盟
事
務

所)

・
三
役
三
名
参
加
予
定 

【
県
連
全
体
活
動
】
＆
事
務
局
】

木
阪 

・
十
一
月
五
日 

三
役
会
議 

【
議 

題
】 

① 

遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担

当
者
会
議
の
参
加
要
請
文

に
つ
い
て 

② 

規
約
改
正
原
案
作
成 

③ 

一
月
評
議
会
に
つ
い
て 

④ 

二
〇
一
〇
年
カ
レ
ン
ダ
ー

注
文
集
計
二
二
〇
部
完
売 

⑤ 

十
月
末
現
在
の
組
織
数
調

査
に
つ
い
て 

⑥ 

安
全
登
山
講
演
会
と
遭
難

防
止
つ
い
て 

【
財 

政
】
廣
岡 

・
県
連
盟
費
未
納
団
体
一
件
あ

り
・
・
・
次
の
日
に
連
絡
を
受

け
て
十
一
月
二
十
六
日
完
済 

【
機
関
紙
】
青
木 

・ 

百
五
十
二
号
発
送
済
み 

【
組
織
】
矢
崎 

高
橋 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
木
阪 

・ 

新
座
山
の
会
掲
載
写
真
更

新 

・ 

上
福
岡
や
ま
な
み
ハ
イ
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
紹
介
掲
載 

・ 
第
十
七
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

「
雪
崩
事
故
を
防
ぐ
為
の

講
習
会
」
ご
案
内
掲
載 

・ 

飯
能
労
山
の
紹
介
文
が
き

て
い
ま
す 

【
女 

性
】
長
谷
川 
嶋
田 

・
十
一
月
十
六
日
委
員
会
開
催 

次
回
十
二
月
十
四
日 

・ 

一
月
二
十
三
日
～
二
十
四

日
東
日
本
女
性
集
会 

定

員
で
締
め
切
り 

・ 

三
月
六
日
（
土
）
応
急
手

当
の
講
習
会
（
労
働
会
館
）

講
師
は
選
定
中 

【
自
然
保
護
】
加
納 

澤
藤 

 

・ 

十
月
三
十
一
日
～
十
一
月

一
日
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
自
然

保
護
集
会
（
山
梨
県
南
ア

ル
プ
ス
市
） 

乾
徳
山
の
ゴ
ミ
が
多
い
の

で
行
政
の
力
を
借
り
た
い 

・ 

十
一
月
十
四
～
十
五
日
全

国
自
然
保
護
担
当
者
会
議 

【
海 

外
】
木
村 

・ 

三
郷
山
の
会
（
ネ
パ
‐
ル
）

よ
り
一
件
の
計
画
書
あ
り 

・ 

十
一
月
二
十
八
～
二
十
九

日 

第
二
十
一
回
全
国
海

外
登
山
集
会 

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
】
徳

重 

若
木 

長
谷
川 

尾
手 

・
議
題
に
て
論
議 

【
救
助
隊
】
若
木 

長
谷
川 

尾
手 

・
十
一
月
九
日 

役
員
会 

・
十
一
月
十
五
日 

岩
場
の
搬

出
訓
練
（
女
ケ
岩
） 

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
深
雪
搬
出
訓

練/

交
流
会
の
日
程
変
更
二

月
二
十
～
二
十
一
日
が
二

十
七
～
二
十
八
日
に
変
更
、

そ
れ
に
伴
う
県
連
理
事
の

参
加
を
要
請
及
び
二
月
七

日
の
細
部
詳
細
を
土
合
山

の
家
に
て
開
催
） 

【
登
山
学
校
】
佐
藤 

尾
手 

・ 
天
気
の
見
方
：
十
一
月
七

日
机
上
受
講
者
十
六
名
、

運
営
委
員
十
二
名
、
計
二

十
八
名
参
加 
十
八
日
実

技
（
赤
城
山
・
鈴
ケ
岳
）

受
講
者
十
八
名
、
運
営
委

員
十
一
名
、
計
二
十
九
名

参
加 

・ 

総
合
登
山 

十
二
月
五
日
、

六
日
、
鍬
柄
岳
、
荒
船
山 

【
岩
ネ
ッ
ト
】
尾
手 

・ 

十
一
月
一
日 

丹
沢
・
広

沢
寺(

神
奈
川)

四
団
体

（
浦
和
山
の
会
、
新
座
山

の
会
、
所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
、
三
郷
山
の
会
）

六
名
参
加 

・ 

十
二
月
二
十
日 

幕
岩 

中
止 

【
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
】
木
村 

 

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
】
徳

重 ・
第
三
回
雪
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
募

集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
報
告 

・ 

西
部 

十
一
月
十
五
日 

交

流
ハ
イ
ク
（
丸
山
）
八
十
名
参

加 ・ 

南
部 

十
月
二
十
五
日 

交
流
ハ
イ
ク
（
古
賀
志
山
）

二
十
八
名
参
加 

・ 

中
部 

十
一
月
十
五
日 

読
図
山
行
（
奥
多
摩
） 

加
盟
団
体
活
動
情
報 

議 

題 

一
、
安
全
登
山
講
演
会
に
つ
い

て
【
武
笠
】 

日
程
：
十
一
月
二
十
九
日
（
日
） 

 

受
付
：
十
三
時 

 
 

開
演
十
三
時
三
十
分 

 
 

会
場
：
労
働
会
館 

二
階
講
堂

（
百
八
十
名
収
容
） 

講
師
：
井
芹
全
国
連
盟
遭
難
対

策
部
長 

演
題
： 

・ 
労
山
過
去
の
事
故
か
ら 

・ 

大
雪
山
系
遭
難
事
故
を
考

え
る 

・ 

こ
れ
か
ら
の
安
全
登
山
を

め
ざ
し
て 

参
加
費
：
＠
五
百
円 

百
十
名
参
加
予
定 

 
 

【
役
割
分
担
】
司
会
：
木
阪 

 
 

会
計
・
受
付
：
廣
岡
・
長
谷
川
・

佐
藤 

 

会
場
準
備
：
理
事
全
員 

 

そ
の
他
：
欠
席
理
事
（
木
村
・

嶋
田
） 

・
会
場
で
の
機
器
借
用
確
認 

二
、
遭
難
・
防
止
安
全
教
育
担

当
者
会
議
に
つ
い
て
【
若
木
】 

日
程
：
十
一
月
二
十
九
日
（
日
） 

受
付
：
九
時
、 

開
始
：
九
時
三
〇
分
、 

会
場
：
労
働
会
館 

議
題
： 

・ 

大
雪
山
系
ト
ム
ラ
ウ
シ
・

美
瑛
岳
遭
難
事
故
に
つ
い

て
（
担
当
：
武
笠
・
佐
藤
） 

・ 

県
連
会
員
以
外
の
遭
難
救

助
要
請
に
つ
い
て
（
担

当
：
徳
重
） 

・ 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
報
告 

（
事
例
報
告
は
行
わ
な
い

が
、
今
後
の
必
要
性
を
呼

び
掛
け
る
） 

【
役
割
分
担
】
司
会
：
若
木 

 

会
計
・
受
付
：
長
谷
川
・
廣
岡 

 
 

会
場
準
備
：
理
事
全
員 

そ
の
他
：
交
通
費
は
各
会
一
名 

欠
席
理
事
：
木
村
・
嶋
田
） 

・
県
連
会
員
以
外
の
遭
難
救
助

要
請
に
つ
い
て
【
武
笠
・
徳
重
】 

警
察
・
消
防
等
の
捜
索
終
了

後
、
捜
索
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応 

・
神
奈
川
県
連
、
群
馬
県
連
よ

り
参
加
あ
り 

三
、
第
二
回
評
議
会
に
つ
い
て 

一
月
三
十
一
日
（
日
）
十
三
時

受
付 

十
三
時
三
十
分
開
始 

場
所
：
埼
玉
県
労
働
会
館
・
北

浦
和 

四
、
そ
の
他 

・
県
連
規
約
改
正 

【
武
笠
】 

・
三
役
互
選 （

尾
手
理
事
記
） 

 

□   第１５３号   ２００９年１２月 ７日（月）発行                     埼  玉  労  山  （4）   

≪編集後記≫11 月 15 日（日）3 年ぶりに開催された西部ブロック交流山行は前日までの

雨も上がり朝から快晴。奥武蔵丸山デイキャンプ場で鍋交流として行われ、各会の山行で

良く作られる鍋物を食べ比べして交流が行なわれました。 

果樹公園から山道に入る頃には武甲山が大きく見えます。霧のかかった景色はまるでアル

プスの朝のように綺麗に見え感動しました。 

はっと汁、芋鍋、石狩鍋、すいとん、キムチ鍋、お汁粉等が披露されました。 

最後に交流会で山の歌を合唱し、会の紹介をして閉会になりました。暖かい日曜で紅葉も

楽しむことができ、交流会には 8 団体 74 名の参加があり大盛況でした。 

新年 154 号は原稿締め切り 12 月 27 日、印刷発送は 1 月 12 日（火）です。ヨロシク（アオ） 


